
事業報告附属明細書（事業別報告） 

 

法人運営事業 

法人運営事業（６６，６００，７３０円） 

（１）主な収支状況 

 市補助金（運営補助金）                 ５４，８３７，３４２円〈収〉 

 会費（団体会員４６件、個人会員１，２４０件、賛助会員２５件） ５３５，０００円〈収〉 

 ホームヘルプサービス事業から繰入             １，４００，０００円〈収〉 

 地域福祉活動支援事業から繰入               ８，８４３，０６９円〈収〉 

 善意銀行運営事業から繰入                   １５０，０００円〈収〉 

 人権教育推進の指定にかかる補助金                ５０，０００円〈収〉 

 人件費                         ５５，５７７，５２４円〈支〉 

 人件費負担金                       ６，４０５，８６８円〈支〉 

 事務所使用料                         ５６２，４３６円〈支〉 

 （別に、他の事業から支出。事務所使用料の総金額は３，７４９，５７７円） 

 固定資産取得費（パソコン１０台）             ２，２７６，９７８円〈支〉 

 その他法人運営にかかる事務費等              １，７７６，１４８円〈支〉 

 法人運営事業積立資産への積立                   １，７７６円〈支〉 

（２）職員構成（令和２年３月３１日現在） 

 ▽部署別 

部署名 人数 

常務理事 １  

事務局長 １  

センター長 １  

事務局次長 ３  

総務係 ２  

地域福祉係 ４  

生活福祉係 ２  

在宅福祉係（ヘルパー、生活支援員を含む） ５６  

地域包括第１係 ９  

地域包括第２係 １０  

合  計 ８９  

 ▽区分別 

区分名 人数 

市派遣職員 ３  

一般職員 １７  

嘱託職員 １６  

臨時職員 ２  

非常勤職員 ５１  

合  計 ８９  



（３）固定資産物品取得状況 

固定資産物品 台数 

軽自動車 １  

原動機付自転車 １  

シュレッダー １  

パソコン １１  

印刷機 １  

ラベルプリンタ １  

合  計 １６  

（４）物品貸出状況 

貸出物品 貸出数量 

車いす ２８１  

高齢者疑似体験グッズ ４  

盲人用安全杖 ２２  

楽器セット ５  

プロジェクター一式 ２４  

合  計 ３３６  

（５）苦情受付状況 

 苦情受付件数 １件（福祉サービスの内容に関わる事項１件） 

 苦情については、苦情受付担当者及び苦情解決責任者での対応で解決し、第三者委員への相談はあ

りませんでした。 

 また、利用者からの苦情に対し、適切に対応することにより利用者の権利を擁護するとともに、福

祉サービスの質の向上に努めました。 

（６）監査・調査状況 

監査・調査名 実施日 実施者 

橿原市社会福祉協議会地域包

括支援センター事業評価 
５月１６日 

橿原市地域包括支援センター及びかしはら

街の介護相談室事業評価会議 

第一号訪問事業に対する実地

指導 
８月１３日 橿原市福祉部地域包括支援課 

（７）研修生等受入状況 

 ▽研修生受入 

受入元 人数 目的（研修名） 

武庫川女子大学 １ 社会福祉士相談援助実習 

 ▽視察受入 

受入元 人数 目的 

訪日視察団（ベトナム・ホーチ

ミン市） 
１２ 

介護を通じて日本とベトナムの友好を目指

す「NPO 法人アジア高齢者・障害者介護福祉

協会」の取組 



（８）後援・協賛等の状況 

 ▽後援 

催 名 主 催 日 程 

フラワーガーデン５周年記念

フォーラム 
一般財団法人ワンネスグループ ８月２４日 

まほろばフェスタ in かぐやま 「いきがい・あそびの広場」研究

会 
１０月２０日 

傾聴ボランティア「えがお」講

演会 
傾聴ボランティアえがお １１月２９日 

第２回アンクルン音楽クラブ

コンサート 
アンクルン音楽クラブ con brio 
 

１２月７日 

第１３回赤い羽根歳末たすけ

あい新作カレンダーチャリテ

ィーバザー 

社会福祉法人奈良県共同募金会 １２月１０日～１３日、１

４日～１５日、２０日～２

１日、２４日～２６日、１

月７日～１１日 
第４２回奈良県保育研究大会 奈良県保育協議会 １２月２１日 

第３回かしはら市ボランティ

アフェスティバル～広げよ

う！ボランティアの和・輪・笑

～ 

橿原市ボランティア連絡協議会 ２月２日 

令和元年度奈良県児童福祉施

設連盟・音楽交流会「第２２回

“アート・コミュニケーショ

ン”２０２０」 

奈良県児童福祉施設連盟 ２月８日 

映画「みんなの学校」上映会 「みんなの学校」in 橿原２０２０

実行委員会 
２月１６日 

（９）災害復興支援活動 

 ▽義援金活動状況 

内 容 金 額 

令和元年台風第１９号災害義援金の受付（１０月１６日～１１月３０日） １,７２０円 

（１０）その他 

 ▽感謝状の贈呈（６月２０日） 

   奈良中央信用金庫 理事長 高田
た か だ

知彦
ともひこ

 氏 

 ▽健康診断 

   ストレスチェック（８月２１日～３０日）３３名受検 

   VDT健康診断（１１月１４日、２８日）６名受診 

   定期健康診断（１月１５日）６９名受診 

 ▽受動喫煙防止対策の実施（保健福祉センター北館・南館の敷地内での喫煙を禁止）（７月１日～） 

 ▽奈良県いっせい地震行動訓練（ナラ・シェイクアウト）に参加（７月９日） 

 ▽消防訓練（避難訓練）の実施（２月２０日） 

 ▽新型コロナウイルス感染症対策の観点から次の事業を中止・休止 

   ふれあい電話訪問サービス（３月３日～） 



   ふれあいサロン（２月２８日～） 

   家族介護者のつどい日帰りバスツアー（３月１２日） 

   リフレッシュサロン（３月１３日） 

   ヘルパー定例会（３月２６日） 

   在宅医療・介護連携地域ケア会議（２月２７日） 

   ブランチ連絡会（３月１７日） 

   オレンジカフェ（３月１８日） 

 

役員会等事業（２３６，９３１円） 

（１）主な収支状況 

 地域福祉活動支援事業から繰入            ２３６，９３１円〈収〉 

 理事会・評議員会、研修会等の開催にかかる事務費   ２３６，９３１円〈支〉 

（２）理事会・評議員会・運営委員会開催状況 

区 分 回数 議案件数 延出席者数 

社会福祉協議会理事会（決議の省略を含む） ７ ２０ 
９６ 

（監事含む） 

社会福祉協議会評議員会（決議の省略を含む） ３  ７ 
３８ 

（理事・監事含む） 

共同募金会橿原支会運営委員会（決議の省略

を含む） 
３  ３ 

４３ 

（監事含む） 

（３）委員会等開催状況 

区 分 回数 延出席者数 

社会福祉協議会監査  １   ３ 

評議員選任・解任委員会  １   ５ 

感謝状贈呈審査委員会  １   ５ 

職員衛生委員会  ２  １８ 

高齢者虐待個別ケース対応調整会議 １３  ６８ 

共同募金会橿原支会監査  １   ３ 

  ※監査及び評議員選任・解任委員会については、出席理事数を含む。 

（４）役員等研修状況 

研修名 開催日 内容 参加者数 

役員等 

研修会 
９月２７日 

講演 「日本歴史ばなし」紙芝居 

～国生みから神武東遷へ～ 

講師 小槻郵便局局長 岡本
おかもと

匡央
ただひろ

 氏 

２６ 

 

広報･啓発事業 

広報発行事業（１６０，２３０円） 

▽社協だより「いきいき」の発行 

第５３号（令和元年７月）、第５４号（令和元年１０月）、第５５号（令和２年１月）、第５６号（令

和２年４月）を発行（「広報かしはら」に折込）する。 



▽ホームページによる情報発信 

  社協ホームページ http : //ww9.sakura.ne.jp/ 

（１）主な収支状況 

 共同募金配分金事業（地域福祉配分金）から繰入   １６０，２３０円〈収〉 

 社協だより「いきいき」発行費           １６０，２３０円〈支〉 

 （別に、他の事業から支出。社協だより発行費の総金額は１，２８１，８４０円） 

 

啓発事業（１，４７２，７８９円） 

▽ふれあい・いきいき祭～橿原市健康と社会福祉の祭典～ 

  健康と社会福祉に関する諸情報を提供することにより、市民に対する健康づくり及び社会福祉制

度の啓発を行い、乳幼児から高齢者までの生涯にわたる健康と地域福祉の推進を目的に市と共同で

開催する。 

  開催日 １０月６日 

  場所  かしはら万葉ホール及びその周辺 

  参加者 延８，６１０名 

  内容 

   ・式典     感謝状贈呈者 ６４名、４団体 

           大会宣言、共同募金に対する感謝のことば 

   ・講演会    ＴＶキャスター 草野
く さ の

仁
ひとし

 氏 

   ・その他、啓発ブース「みんなの福祉コーナー」「赤い羽根共同募金コーナー」「地域福祉推進

コーナー」、クイズラリー、各種体験コーナー、バザー、落語公演、着ぐるみによる啓発活動

等の実施 

（１）主な収支状況 

 共同募金配分金事業（地域福祉配分金）から繰入  １，４７２，７８９円〈収〉 

 ふれあい・いきいき祭開催費用          １，４７２，７８９円〈支〉 

 

地域福祉活動支援事業 

地域福祉活動支援事業（１５，５７４，５４６円） 

（１）主な収支状況 

 市補助金（事業補助金）             １，６８７，９９５円〈収〉 

 共同募金配分金事業（地域福祉配分金）から繰入  １，１６６，３８２円〈収〉 

 共同募金配分金事業（地域歳末たすけあい募金配分金）から繰入  １，９４７，２５０円〈収〉 

 善意銀行運営事業から繰入            １，６７４，２６６円〈収〉 

 地域福祉基金運営事業から繰入             ６５，２０３円〈収〉 

 地域活動積立資産の受取利息               １，６１５円〈収〉 

 地域活動積立資産の取崩             ９，１００，０００円〈収〉 

 小学校区地域福祉推進委員会への助成金      ５，８７９，３４３円〈支〉 

 小学校区地域福祉推進委員会への助成金加算（子どもと地域との交流）  １６７，９９５円〈支〉 

 広報・啓発費用                    ８０，１１５円〈支〉 



 その他地域福祉推進のための事務費          ３４７，０９３円〈支〉 

 取崩した積立資産を各事業に繰出         ９，１００，０００円〈支〉 

（２）各小学校区地域福祉推進委員会活動の支援 

 ▽各小学校区において地域福祉活動の中心となり、その充実が橿原市における地域福祉の発展につ

ながることから、同委員会の運営及び活動に対して助成し、支援する。 

 ▽子どもと地域との交流事業 

   子どもの参加を促し、“食”を通じた地域の交流を促進するとともに、その保護者の参加から次

世代の担い手の育成を図る。この取組に対して助成し、支援する。 

   実施校区数 ７校区 

 ▽“緩やかな見守り”の推進 

   地域福祉推進委員会と自治会、民生委員・児童委員、地域住民等との連携を進めながら、日々

の生活の中で異変に気付いた場合に、関係団体や専門機関に相談・連絡するといった“緩やかな

見守り”を推進する。 

（３）市地域福祉推進連絡協議会との連携 

 ▽市内１６小学校区地域福祉推進委員会等で組織する市地域福祉推進連絡協議会との連携により、

校区間の情報の共有化を図り、地域福祉ネットワークを構築する。 

 橿原市地域福祉推進連絡協議会研修会実施状況 

開催日 内 容 参加者数 

２月６日 

実践報告 子どもと地域との交流について 

報 告 者 小学校区地域福祉推進委員会 

（鴨公・耳成南・香久山・耳成・真菅・白橿南・白橿北） 

講  義 共につながり・支え合う地域づくりについて 

     ～第４期地域福祉推進計画の目標達成に向けた手法・取組～ 

講  師 天理大学人間学部人間関係学科 教授 渡辺
わたなべ

一城
かずくに

 氏 

５５ 

（４）コミュニティ自動車の貸与 

 ▽地域福祉推進委員会が実施する活動や事業等へ利用者を送迎するため、社協の車両をコミュニテ

ィ自動車として貸与する。 

 利用状況 

車 種 貸与団体数 貸与日数 延利用者数 

キャラバン（１０人乗り） ４ ８９ １,７５３ 

 

見守り活動支援事業 

見守り活動支援事業（１，７２９，１４２円） 

▽見守り活動支援事業 

  住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、一人暮らし高齢者等の見守りや安否確認等を

目的とした地域の見守り活動を支援する。 

  実施団体数 ８団体 

  実施対象者 延２０，８２５名 

▽ふれあい電話訪問サービス事業 

  高齢者世帯等に対し、ふれあい（話し相手や見守り等）のため、ボランティアによる電話訪問を

行う。 



  実施日 毎週火曜日（午前１０時～午後３時）、金曜日（午前１０時～正午） 

  協力ボランティア  延４４４名   電話訪問件数 延２，１６８件 

（１）主な収支状況 

 共同募金配分金事業（地域福祉配分金）から繰入            ９，６５０円〈収〉 

 共同募金配分金事業（地域歳末たすけあい募金配分金）から繰入 １，７１９，４９２円〈収〉 

 見守り活動にかかる事業費                  １，７１９，４９２円〈支〉 

 ふれあい電話訪問サービスにかかる事業費               ９，６５０円〈支〉 

 

ふれあいサロン事業 

ふれあいサロン事業（６，２１０，９２４円） 

▽住み慣れた地域でいきいきとした生活を送ることができるよう、６５歳以上の方を対象に、地区公

民館等において体操や手芸などの活動を行い、閉じこもりや心身機能の低下、要介護状態等への進

行を予防する。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                   ６，２１０，９２４円〈収〉 

 ふれあいサロン活動のための助成金       ５，７９７，４４７円〈支〉 

 広報・啓発費用                  １６０，２３０円〈支〉 

 その他事務費                   ２５３，２４７円〈支〉 

（２）ふれあいサロン実施状況（於：各地区公民館等） 

地区名 名    称 回数 延利用者数 開催日時 

真  菅 ますげいなほ会  ３９ １,１２５
毎週土曜日 

午前 9時～午前 11 時 30 分 

今  井 今井校区ふれあいサロン  ４２ １,４６５
毎週土曜日 

午前 9 時 30 分～午前 11 時 30 分 

新  沢 新沢地区ふれあいサロン  ４３ １,０００
毎週火曜日 

午後 1時～午後 4時 

香久山 香久山地区ふれあいサロン  ４０ ８０９
毎週土曜日 

午後 1時～午後 4時 

晩  成 晩成ふれあいサロン  ４３ ２,２８２
毎週木曜日（第 5 木曜日を除く。） 

午後 1時 30 分～午後 3 時 30 分 

畝傍南 畝傍南ふれあいサロン  ２２ ９１２
第 2・第 4 水曜日 

午後 1 時 30 分～午後 4時 

畝傍北 畝傍北ふれあいサロン  ２１ １,１０１
第 1・第 3 木曜日 

午後 1 時 30 分～午後 4時 

白 橿 サロンしらかし広場  ４０ １,９８８
毎週金曜日（第 5 金曜日を除く。） 

午後 1時～午後 3時 

耳 成 ふれあいサロン耳成  １４ ４７３
月 1回開催 

開催ごとに異なります。 

耳成南 
耳成南ふれあいサロン 

～イトヤキ会～ 
 ２２ ７９５

第 2・第 4 日曜日 

午後 1時 30 分～午後 3 時 30 分 

真菅北 真菅北ひまわりサロン  ２２ ７５７
第 2・第 4 火曜日 

午後 1時 30 分～午後 3 時 30 分 

鴨 公 
鴨公まほろばふれあい 

サロン 
 １０ ３３１

第 4金曜日 

午前 10 時～正午 

合  計 ３５８ １３,０３８  



（３）ふれあいサロンネットワーク会議実施状況 

開催日 内 容 参加者数 

７月１日 各サロンの運営や状況等について ５４ 

２月１０日 各サロンの運営や状況等について情報交換 ４０ 

 

家族介護者交流事業 

家族介護者交流リフレッシュ事業（２０，０００円） 

家族介護者交流受託事業（１５１，０５２円） 

▽要介護高齢者等を在宅で介護している家族の心身の負担を少しでも軽減するため、介護者同士の交

流や相談等を実施する。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                       １０１，０５２円〈収〉 

 参加者負担金                       ５０，０００円〈収〉 

 地域福祉活動支援事業から繰入            ２０，０００円〈収〉 

 リフレッシュサロン活動のための助成金        ２０，０００円〈支〉 

 日帰りバスツアー等の事業費            １５１，０５２円〈支〉 

（２）家族介護者のつどい日帰りバスツアー実施状況 

開催日 内 容 参加者数 

１０月９日 
内容 日帰りバスツアー 

場所 びわ湖バレイ、大野神社等 
２５ 

（３）リフレッシュサロン 

 日時  毎月第２金曜日 午後１時３０分～午後３時３０分 

 場所  保健福祉センター南館３階 講座室２ 

リフレッシュサロン実施状況 

名   称 回数 延参加者数 

リフレッシュサロン １１ ６２ 

 

ボランティア推進事業 

ボランティア推進事業（３，６２０，６１５円） 

（１）主な収支状況 

 共同募金配分金事業（地域福祉配分金）から繰入 １，７１５，０００円〈収〉 

 ボランティア活動保険加入           １，４１３，９００円〈収〉 

 ボランティア活動保険掛金           １，４１３，９００円〈支〉 

 福祉教育推進校への助成金           １，１０６，０００円〈支〉 

 南都・松下等基金積立金ボランティア活動助成金   ３５８，６００円〈支〉 

 広報・啓発費用                   ８０，１１５円〈支〉 

 その他事務費・事業費               ６６２，０００円〈支〉 



（２）ボランティア講座実施状況 

講座名 開催日 内 容 参加者数 

傾聴 

ボランティア 

養成講座 

７月１２日 

講義 傾聴ボランティア活動とは・・・ 

講師 吹田傾聴「ほほえみ」 

代表 長谷川
は せ が わ

美津代
み つ よ

 氏 

１３ 

（３）災害ボランティアセンターの取組状況 

 ▽東竹田町の施設をめぐるイベント「ぐるっと東竹田探検隊」（橿原市主催）への参加 

開催日 内  容 

７月２７日 

内容 災害ボランティアセンターに関するパネル展示 

防災グッズ（新聞スリッパ、ツナ缶ランプ等）の作成等 

場所 かしはら安心パーク 

 ▽災害ボランティアセンター設置・運営訓練 

開催日 内  容 参加者数 

１月２６日 
内容 堤防の決壊・氾濫による水害を想定した訓練 

場所 橿原市保健福祉センター南館及びその周辺 
２２ 

（４）福祉教育推進校（小学校１６校、中学校６校  計２２校） 

 ▽地域に根ざしたボランティア活動の実践を通じて福祉教育を推進することにより、児童・生徒の

社会福祉への理解と関心を深め、思いやりとやさしさを養う。 

   小学校・・・耳成、耳成南、耳成西、晩成、鴨公、香久山、畝傍南、畝傍東、畝傍北、白橿北、

白橿南、今井、真菅、真菅北、金橋、新沢 

   中学校・・・畝傍、橿原、光陽、白橿、大成、八木 

（５）保険業務取扱状況 

 加入状況 

保険種別 件数 加入者数 金額（円） 

ボランティア活動保険 ２５６ ３,０１０ １,４１３,９００ 

ボランティア行事用保険 １２５ ５,３９２ １４５,９３６ 

福祉サービス総合補償 ４ 延１,９３０ ５９,４３１ 

送迎サービス補償 － － － 

社協の保険 １ ３９ ３７４,８６８ 

ふれあいサロン・社協行事傷害補償 １１ 延１３,７９８ ３７２,５４６ 

合  計 ３９７  ２,３６６,６８１ 

 補償請求状況 

保険種別 件数 補償内容 

ボランティア活動保険 ５ けがの補償５件 

ボランティア行事用保険 ２ けがの補償２件 

福祉サービス総合補償 －  

送迎サービス補償 －  

社協の保険 －  

ふれあいサロン・社協行事傷害補償 １ けがの補償１件 

合  計 ８  

 



心配ごと相談事業 

心配ごと相談事業（９４０，０５６円） 

▽日常生活で生じる心配ごとや悩みについての相談に応じ、適切な助言・援助を行うことで、誰もが

住み慣れた地域で安心して暮らせるよう支援する。 

  日時  毎週火曜日 午前９時～正午（受付：午前１１時３０分まで） 

毎週木曜日 午後１時～午後４時（受付：午後３時３０分まで） 

  場所  保健福祉センター南館３階 相談室１ 

（１）主な収支状況 

 市補助金（事業補助金）              ７０８，０００円〈収〉 

 善意銀行運営事業から繰入             ２３２，０５６円〈収〉 

 相談員報酬等                   ９４０，０５６円〈支〉 

（２）心配ごと相談状況 （９８回開催・相談者９５名） 

区     分 
直ちに解決

したもの 

再来を要す

るもの 

民生児童委

員を紹介し

た 

他機関を紹

介した 
その他 取扱延件数 

１ 生計    １     １０  １１ 

２ 年金        ０ 

３ 職業        ０ 

４ 生業        ０ 

５ 住宅   １     １１  １２ 

６ 家族      ２３  ２３ 

７ 結婚         ０ 

８ 離婚         ８   ８ 

９ 健康       ４   ４ 

10 衛生        ０ 

11 医療       ２   ２ 

12 精神衛生       ７   ７ 

13 人権       １   １ 

14 法律   ２     １５  １７ 

15 財産      １  ２１  ２２ 

16 事故        ０ 

17 児童福祉・母子保健        ０ 

18 教育        ０ 

19 青少年        ０ 

20 心身障がい者(児)福祉        ０ 

21 父子福祉       １   １ 

22 母子福祉        ０ 

23 老人福祉       ３   ３ 

24 苦情        ０ 

25 その他   １     １７  １８ 

合    計   ５   ０   ０   １ １２３ １２９ 



（３）心配ごと相談事業研修会実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

６月４日 
講義 誰もが持っている権利について～権利擁護の視点から～ 

講師 法テラス奈良法律事務所 スタッフ弁護士 水丸
みずまる

貴美子
き み こ

 氏 
２１ 

 

共同募金配分金事業 

共同募金配分金事業（１１，０７５，２５７円） 

▽歳末施設訪問 

  歳末たすけあい募金の一部を見舞金として、歳末に市内高齢者施設及び障がい者施設を訪問する。 

 歳末見舞金 

施設名 配分額（円） 

橿原園 ８０,０００ 

かなはし苑 ８０,０００ 

桃寿園 ８０,０００ 

香久山インパレス ８０,０００ 

橿原の郷 ８０,０００ 

ぽれぽれケアセンター白橿 ４０,０００ 

バンデ（絆） ８０,０００ 

花橿 ４０,０００ 

リンク橿原 ４０,０００ 

ケアステージみみなし ４０,０００ 

万葉テラス ４０,０００ 

大和三山 ４０,０００ 

鷺栖の里 ４０,０００ 

あさひの ４０,０００ 

たけのこ園 ４０,０００ 

橿原市福祉作業所 ３０,０００ 

ステップあすか ３０,０００ 

生活支援センターはるかぜ ３０,０００ 

合  計 ９３０,０００ 

  ※善意銀行への指定寄付を一部（１０５，０３６円）活用 

（１）主な収支状況 

 地域福祉配分金                ６，５４４，５５１円〈収〉 

 地域歳末たすけあい募金配分金         ４，５３０，７０６円〈収〉 

 地域福祉配分金の配分（自治会、民協等）    ２，０２０，５００円〈支〉 

 歳末見舞金として配分               ８２４，９６４円〈支〉 

 その他歳末施設訪問のための事業費          ３９，０００円〈支〉 

 各事業に共同募金配分金の繰出         ８，１９０，７９３円〈支〉 

 



生活福祉資金貸付事業 

生活福祉資金貸付事業（３，８４９，５００円） 

▽生活福祉資金貸付事業 

低所得者世帯や高齢者世帯、障がい者世帯等の生活を経済的に支えるとともに、在宅福祉の充実

や社会参加の促進を図ることを目的に、生活福祉資金の相談や貸付を行う。 

（１）主な収支状況 

 県社協受託金                 ３，８４９，５００円〈収〉 

 人件費                    ２，７９７，７６４円〈支〉 

 民生委員への生活福祉資金活動費用弁償       ３１３，５００円〈支〉 

 事務所使用料                   １８７，４７９円〈支〉 

 非常通報装置の設置                 ６１，４７６円〈支〉 

 その他事務費                   ４８９，２８１円〈支〉 

（２）生活福祉資金相談状況 

 相談件数  ２４６件 

       内訳 総合支援資金１４件 

          （生活支援費１４件、住宅入居費０件、一時生活再建費０件） 

          教育支援資金２６件、福祉資金７０件、不動産担保型生活資金７件、 

          緊急小口資金９１件、臨時特例つなぎ資金１５件、その他２３件 

（３）生活福祉資金貸付状況 

資金種別 件数 貸付金額（円） 

１．生活支援費 ２ ８１０,０００ 

２．住宅入居費 － － 

３．一時生活再建費 － － 

４．教育支援資金 １５ ４,８７４,０００ 

５．福祉資金 １２ ２,７１２,０００ 

６．不動産担保型生活資金 － － 

７．緊急小口資金 １０ ９００,０００ 

８．臨時特例つなぎ資金 １２ ９９０,０００ 

合    計 ５１ １０,２８６,０００ 

（４）生活福祉資金償還完了状況 

資金種別 件数 償還金額（円） 

１．生活支援費 － － 

２．住宅入居費 １ １７６,１５０ 

３．一時生活再建費 － － 

４．教育支援資金 ３７ ２２,３５５,０００ 

５．福祉資金 ９ １,９７４,０００ 

６．不動産担保型生活資金 － － 

７．緊急小口資金 ５ ４０７,０００ 

８．臨時特例つなぎ資金 ８ ６０９,０００ 

９．離職者支援資金 － － 

合    計 ６０ ２５,５２１,１５０ 



▽奈良県フードレスキュー事業 

  生活に窮迫した相談者に対して、寄り添い、安心・安定した生活に向けた相談支援活動につなげ

ていけるよう、一時的に食料品の提供を行う。 

（１）実施状況 

 利用者数  ２２名 

 支援食品数 ８３８個（味付きブロック、缶詰、レトルトご飯、うどん、うどんスープ、レトルト

カレー） 

 

善意銀行運営事業 

善意銀行運営事業（２，２３５，１８０円） 

（１）主な収支状況 

 寄付金                    １，２７６，６９５円〈収〉 

 歳末見舞金の一部として払出し           １０５，０３６円〈支〉 

 前年度の寄付金を目的に沿って各事業に繰出   ２，１３０，１４４円〈支〉 

（２）善意銀行運営状況 

区分 事 項 件数 金額（円） 

収入の部 

１．一般寄付 ６６ ６５１,１１２ 

２．指定寄付 ４０ ６２５,５８３ 

 
（１）地域福祉のために 

（２）障がい者のために 

１９ 

２１ 

３８５,４７３ 

２４０,１１０ 

３．受取利息  ２６ 

４．前年度からの繰越金  ２,２３５,１８０ 

合  計 (Ａ)  ３,５１１,９０１ 

支出の部 

１． 歳末見舞金の一部として払出  １０５,０３６ 

２． 各事業に払出  ２,１３０,１４４ 

 

（１）法人運営事業 

（２）地域福祉活動支援事業 

（３）心配ごと相談事業 

（４）善意銀行預託金事業 

 

１５０,０００ 

１,６７４,２６６ 

２３２,０５６ 

７３,８２２ 

合  計 (Ｂ)  ２,２３５,１８０ 

差引合計 (Ａ)－(Ｂ)  １,２７６,７２１ 

 ※ 差引合計１,２７６,７２１円については、令和２年度へ繰越 

 

善意銀行預託金事業 

善意銀行預託金事業（１０３，８２２円） 

▽ひとり親家族交流バスツアー 

  善意銀行への寄付金を活用し、ひとり親家庭の児童とその家族等の余暇の充実、交流等を目

的に日帰りバスツアーを実施する。 

  実施日 ７月２８日 

  場所  関西国際空港 

  参加者 １４組３０名 



▽「障がい者ふれあいデー」（橿原市主催）への参加・協力 

  実施日 ８月２０日 

  場所  シルクの杜 

  参加者 １２１名 

（１）主な収支状況 

 善意銀行運営事業から繰入              ７３，８２２円〈収〉 

 参加者負担金                    ３０，０００円〈収〉 

 ひとり親家族交流バスツアーにかかる事業費     １０３，８２２円〈支〉 

 

地域福祉基金運営事業 

地域福祉基金運営事業（６５，２０３円） 

（１）主な収支状況 

 地域福祉基金積立資産の運用利息           ６５，２０３円〈収〉 

 地域福祉活動支援事業に繰出             ６５，２０３円〈支〉 

（２）地域福祉基金積立資産運営状況 

                                                  （単位：円） 

積立資産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

定期預金 ９３,６２３,６５２ ０ ０ ９３,６２３,６５２ 

合計 ９３,６２３,６５２ ０ ０ ９３,６２３,６５２ 

 

障がい者等支援基金運営事業 

障がい者等支援基金運営事業（３０，０００，０００円） 

▽杉村皮膚泌尿器科医院院長の杉村
すぎむら

克治
かつはる

氏から、障がい者の社会参加の促進と支援、判断能力が不十

分な人の権利擁護の推進などを目的に寄付のあった３０，０００，０００円を財源として、障がい

者等支援基金を設置 

（１）主な収支状況 

 指定寄付金                 ３０，０００，０００円〈収〉 

 障がい者等支援基金積立資産への積立     ３０，０００，０００円〈支〉 

（２）障がい者等支援基金積立資産運営状況 

                                                  （単位：円） 

積立資産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

定期預金 － ３０,０００,０００ ０ ３０,０００,０００ 

合計 － ３０,０００,０００ ０ ３０,０００,０００ 

 

日常生活自立支援事業 

日常生活自立支援事業（８７６，１７０円） 

▽認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者など、判断能力が不十分な方の権利を擁護するととも

に、福祉サービスの利用援助や日常生活の相談、金銭管理などの援助を行うことで、地域で安心し

て生活できるよう支援する。 



（１）主な収支状況 

 県社協助成金                   ３９３，５７０円〈収〉 

 利用者負担金                   ４８２，６００円〈収〉 

 生活支援員人件費                 ５０３，９４４円〈支〉 

 広報・啓発費用                   ４０，０５７円〈支〉 

 その他事務費・事業費               ３３２，１６９円〈支〉 

（２）実施状況 

 契約者数  ３６名（令和２年３月３１日現在） 

 支援時間数 ６５５時間 

 契約状況 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

新規件数 ０ ０ ２ ０ １ ２ ０ １ １ ０ ０ １  ８ 

終了件数 ０ １ １ ０ ３ ０ ２ １ １ １ ０ ２ １２ 

 相談状況 

 
問合せ件数 

（制度・事業について） 
初回相談件数 相談援助件数 合計 

４月  １  ０  ４３  ４４ 

５月  ２  １  ４４  ４７ 

６月  ２  １  ５３  ５６ 

７月  １  ２  ６１  ６４ 

８月  ０  ０  ７８  ７８ 

９月  １  ３  ７１  ７５ 

１０月  ２  １  ７２  ７５ 

１１月  １  ３  ５７  ６１ 

１２月  ０  １  ５３  ５４ 

１月  １  １  ６５  ６７ 

２月  ０  １  ６１  ６２ 

３月  ２  ０  ８１  ８３ 

合計 １３ １４ ７３９ ７６６ 

（３）生活支援員養成講座実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

８月２０日 

(１回目) 

生活支援員基礎研修 

消費者被害と対処法について 
９ 

８月２７日 

(２回目) 

知的・精神障がい者への理解と支援について 

高齢者・認知症高齢者への理解と支援について 
７ 

（４）生活支援員連絡会実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

２月１８日 事例検討会 ９ 

 



訪問介護事業 

訪問介護事業（３３，３５８，０６１円） 

▽要介護者に対するホームヘルプサービス 

  要介護状態にある高齢者等（利用者）の心身の特性を踏まえ、利用者が可能な限りその居宅におい

て、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、入浴、排せつ、食事の介護そ

の他の生活全般にわたる援助を行う。 

▽要支援者に対するホームヘルプサービス 

  要支援状態にある高齢者等（利用者）に対し、適切な第一号訪問事業を提供する。利用者が可能な

限りその居宅において、要支援状態の維持・改善と、要介護状態への予防をし、自立した日常生活を

営むことができるよう、入浴、排せつ、食事の介護その他の生活全般にわたる援助を行う。 

（１）主な収支状況 

 介護保険収入                ２０，１３３，０５９円〈収〉 

 総合事業収入                 ９，７９１，４７１円〈収〉 

 利用者負担金（要介護）            ２，５２５，８５８円〈収〉 

 利用者負担金（要支援）            １，１８７，５０８円〈収〉 

 職員、嘱託職員、ヘルパー人件費       ３０，５８４，５３６円〈支〉 

 事務所使用料                   ３７４，９５８円〈支〉 

 訪問介護システム利用料               ９１，５６０円〈支〉 

 広報・啓発費用                  １２０，１７３円〈支〉 

 その他事業所運営にかかる事業費・事務費    １，４３６，８３４円〈支〉 

 地域福祉推進事業（法人運営事業）に繰出      ７５０，０００円〈支〉 

（２）ヘルパー派遣（訪問介護）実施状況 

 活動者数 利用者数 生活援助（時間） 身体生活（時間） 身体介護（時間） 

４月  ２７  ４８ ２４５ １５９.５ ２０５.５ 

５月  ２８  ４８ ２３８.５ １５６ ２０８.５ 

６月  ２９  ４６ ２０６ １６０ ２１２ 

７月  ２７  ４６ １８４ １６６.５ １９６.５ 

８月  ３０  ４３ １７２.５ １６１.５ １７５.５ 

９月  ３１  ４９ １９３ １６０.５ １７９ 

１０月  ３０  ５０ ２５５.５ １７０ １９５ 

１１月  ２９  ４７ ２６０ １６０ １６１ 

１２月  ２８  ４６ ２３１ ２０６ １３８ 

１月  ２９  ４６ ２３０ １９２.５ １３５ 

２月  ２８  ４４ ２２２ １９８.５ １４５ 

３月  ２９  ４３ ２３４ ２２２ １３３ 

合計 ３４５ ５５６ ２,６７１.５ ２,１１３ ２,０８４ 

（３）ヘルパー派遣（第一号訪問）実施状況 

 活動者数 利用者数 活動時間（時間） 

４月  ３３  ６６ ３３２ 

５月  ３４  ６７ ３４２.５ 

６月  ３３  ６９ ３０９ 

７月  ３５  ６９ ３５３.５ 



８月  ３３  ６９ ３３６.５ 

９月  ３３  ６９ ３２６ 

１０月  ３３  ７０ ３５０.５ 

１１月  ３３  ７０ ３１６ 

１２月  ３３  ６９ ３０５ 

１月  ３３  ６８ ２８０.５ 

２月  ３２  ６５ ２７７ 

３月  ３２  ５８ ２８７.５ 

合計 ３９７ ８０９ ３,８１６ 

（４）ヘルパー定例会（研修）実施状況  

 ▽サービスの質の向上と社協職員としての資質の向上を目的に実施する。 

開催日 内 容 参加者数 

４月２３日 事例検討会 １７ 

５月２４日 笑いヨガを中心とした健康体操 １５ 

６月２０日 食中毒の知識と予防について １５ 

７月２４日 プライバシー保護と法令遵守について  ９ 

８月２２日 認知症の理解について ３１ 

９月２４日 ベット上での全介助の方法について ２７ 

１０月２３日 利用者に合った福祉用具の使い方について ２７ 

１１月２５日 訪問介護の接遇・マナーについて ２６ 

１２月２５日 介護技術の応用について ２４ 

２月２６日 障がい者の理解について ２４ 

 

障害福祉サービス事業 

障害福祉サービス事業（１２，９７６，２４９円） 

▽障がい者（児）に対するホームヘルプサービス 

  ①居宅介護事業   障がい者の居宅において、身体介護や家事援助、生活上の相談を行うほか、

通院時に必要な介助を行う。 

  ②重度訪問介護事業 重度の肢体不自由者で、常時介護を必要とする方の身体介護や家事援助、移

動の介護、見守り等生活全般を支援する。 

  ③同行援護事業   視覚障がい者の外出に同行し、移動に必要な情報を提供するとともに、移動

の援護等を行う。 

（１）主な収支状況 

 居宅介護給付費収入              ８，０１４，８０８円〈収〉 

 重度訪問介護給付費収入            １，０２２，８５９円〈収〉 

 同行援護給付費収入              ３，７８６，３４０円〈収〉 

 利用者負担金                   ２９１，９１０円〈収〉 

 嘱託職員、ヘルパー人件費          １２，００８，３９５円〈支〉 

 事務所使用料                   １８７，４７９円〈支〉 



 障害福祉システム利用料              １３０，８００円〈支〉 

 その他事業所運営にかかる事業費・事務費      ２４９，５７５円〈支〉 

 地域福祉推進事業（法人運営事業）に繰出      ４００，０００円〈支〉 

（２）ヘルパー派遣実施状況 

 活動者数 利用者数 
身体介護 

（時間） 

家事援助 

（時間） 

通院介護 

（時間） 

※介護を 

伴わない 

重度訪問介護 

（時間） 

同行援護 

（時間） 

※介護を 

伴わない 

４月  ２５  ３０    ０ ２９５ １２ ４３ １１６.５ 

５月  ２６  ３２    ０ ３０８.５  ６.５ ５１ １１９.５ 

６月  ２６  ３２    ０ ３１３.５ １１.５ ３６  ９４.５ 

７月  ２７  ３２    ５ ３３０.５ １１.５ ４７ １１３ 

８月  ２６  ３２    ５ ３２０.５ １０ ３６  ９９.５ 

９月  ２７  ３４    ３ ３１６  ５ ４２ １２０ 

１０月  ２７  ３４    ６ ３３５.５ １２.５ ４６ １３９ 

１１月  ２７  ３４    ５ ３１７  ３.５ ４２ １３６.５ 

１２月  ２７  ３４    １ ２９３ １８ ４３ １２０ 

１月  ２６  ３４    １ ３０５.５  ９ ４５ １０４.５ 

２月  ２５  ３２    ２ ２９１ １０.５ ３９  ８６.５ 

３月  ２６  ３３    ５ ３１２ ７.５ ４１ １１２ 

合計 ３１５ ３９３   ３３ ３,７３８ １１７.５ ５１１ １,３６１.５ 

 

移動支援事業 

移動支援事業（１，６８２，４９６円） 

▽移動支援事業の受託 

  障がい者（児）が安心して社会活動に参加できるよう移動支援サービスを提供する。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                   １，７８３，２５４円〈収〉 

 利用者負担金                    ４０，８６６円〈収〉 

 ヘルパー人件費                １，１０４，２４６円〈支〉 

 その他事業費・事務費               ３２８，２５０円〈支〉 

 地域福祉推進事業（法人運営事業）に繰出      ２５０，０００円〈支〉 

（２）ヘルパー派遣実施状況 

 活動者数 利用者数 

移動支援 

単独保障型 

（時間） 

移動支援 

単独補助型 

（時間） 

移動支援 

単独介護型 

（時間） 

４月  ７   ９ ４４.５ ８ ２２ 

５月  ８   ９ ５８ ０ ２４ 

６月  ７  １０ ３６.５ ０ ２２.５ 

７月  ６   ８ ３９ ０ ２１ 

８月  ６   ８ ３５ ０ ２１ 

９月  ８  １０ ５３.５ ０ ２０.５ 

１０月  ７  １０ ４３.５ ０ ２４ 



１１月  ８   ９ ６１ ０ ２２ 

１２月  ７   ９ ７０ ０ ２０.５ 

１月  ７   ９ ５９.５ ０ ２０ 

２月  ７   ９ ５９.５ ０ １８ 

３月  ８   ９ ５７ ０ １７ 

合計 ８６ １０９ ６１７ ８ ２５２.５ 

 

包括的支援事業 

包括的支援事業（１１２，９４９，８１６円） 

▽地域の高齢者等の心身の健康保持及び生活の安定のために必要な援助を行い、地域の保健医療の向

上及び福祉の増進を包括的に支援する。 

▽地域包括支援センターに保健師・社会福祉士・主任ケアマネジャー等を配置し、それぞれが連携を

図ることにより、地域で暮らす高齢者の介護・福祉・健康・医療等さまざまな悩み・疑問・相談ご

とに総合的に対応する。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                     １０７，４８１，６０９円〈収〉 

 介護予防支援事業から繰入               ５，４６８，２０７円〈収〉 

 人件費                       ５９，９６３，５８０円〈支〉 

 かしはら街の介護相談室委託費            ４６，８００，０００円〈支〉 

 包括的・継続的ケアマネジメント事業費            ６９，４１０円〈支〉 

 地域包括支援センターシステム保守料等           ７９３，６２９円〈支〉 

 パソコン・システムバージョンアップ費用        １，７６６，８００円〈支〉 

 広報・啓発費用                      ２４０，３４５円〈支〉 

 事務所使用料                     １，４９９，８３１円〈支〉 

 その他地域包括支援センター運営にかかる事務費・事業費 １，８１６，２２１円〈支〉 

（２）総合相談・支援事業 

 ▽高齢者やその家族等から様々な相談を受け、高齢者などが抱える生活課題を的確に把握し、保健・

医療・福祉の各種サービスが受けられるように支援する。 

 相談状況 

区 分 件数 

介護保険 １,６６６ 

認知症 １２２ 

病気 １３８ 

医療機関 １７３ 

家族 １１８ 

生活資金 １８ 

介護予防 ２３ 

日常生活 １,４６７ 

ケアマネ支援 １１２ 

その他 １６４ 

合 計 ４,００１ 



（３）権利擁護事業 

 ▽高齢者の虐待防止、早期発見、早期対応などを行うとともに、成年後見制度（財産管理や重要な

契約などの支援）等の利用促進を支援する。 

 相談状況 

 虐待 権利擁護 合計 

相談件数 １２７ ３９ １６６ 

実人数  ２２ ２３  ４５ 

（４）包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 

 ▽利用者がどのような状況にあっても、住み慣れた地域で暮らすことができるよう関係機関と連携

し、継続的に支援できるよう努める。また、地域のケアマネジャーが抱える困難事例等の相談に

応じ、より質の高いケアマネジメントができるようケアマネジャー同士のネットワークづくりを

支援する。 

 ▽居宅介護支援事業所のケアマネジャーを対象にケアマネジャー支援研修会を実施する。  

 ケアマネジャー支援研修会実施状況 

開催日 内 容 参加者数 

５月１４日 

内容 介護予防サービス・支援計画書の作成について 

講師 地域包括支援センター職員 

※経験年数３年未満の方対象 

 １８ 

６月１４日 
内容 ひきこもり支援の実践～８０５０問題を題材に～ 

講師 奈良市社会福祉協議会 後藤
ご と う

文造
ぶんぞう

 氏 
 ５３ 

９月１３日 
内容 本人・家族の関係性理解のためのジェノグラム入門 

講師 京都大和の家 施設長 早樫
はやかし

一男
か ず お

 氏 
 ６９ 

１月２１日 

内容 医療連携の苦手を克服する３つのコツ 

講師 明日香村国民健康保険診療所 

 センター長兼診療所管理者 武田
た け だ

以知郎
い ち ろ う

 氏 

 ７１ 

２月２５日 
内容 精神疾患の理解・支援のポイント 

講師 訪問看護ステーションなつめ 所長 荒木
あ ら き

亮 平
りょうへい

 氏 
 ５９ 

合  計 ２７０ 

（５）かしはら街の介護相談室との連携 

 ▽社会福祉法人や医療法人の協力を得て設置しているかしはら街の介護相談室との連携を図り、地

域における高齢者の総合相談窓口として、より一層の充実を目指す。 

 かしはら街の介護相談室（小学校区） 

小学校区 事業者名 小学校区 事業者名 

耳成 橿原の郷 白橿南 桃寿園 

耳成南 ケアステージみみなし 白橿北 桃寿園 

晩成 あすならホーム畝傍 今井 ぽれぽれケアセンター白橿 

鴨公 大和三山 真菅 ぽれぽれケアセンター白橿 

香久山 香久山インパレス 真菅北 橿原の郷 

畝傍東 橿原園 耳成西 橿原の郷 

畝傍南 橿原園 金橋 かなはし苑 

畝傍北 あすならホーム畝傍 新沢 西井クリニック 



 かしはら街の介護相談室（中学校区） 

中学校区 事業者名 中学校区 事業者名 

八木（北） ケアステージみみなし 大成 かなはし苑 

八木（南） 香久山インパレス 橿原 橿原の郷 

畝傍 平成まほろば病院 光陽 桃寿園 

白橿 橿原園  

 ▽医療機関や介護サービス事業者などの関係者が連携を図り、在宅医療と介護サービスを一体的に

提供する体制の構築を目的に、中学校区レベルで開催される「在宅医療・介護連携地域ケア会議」

に参加する。 

 日常生活圏域レベル地域ケア会議実施状況 

名   称 回数 

在宅医療・介護連携地域ケア会議 １４ 

 ▽専門職等がケアマネジメントのプロセスに関与し、多職種において課題及び背景・原因の分析を

より深め、要支援者等の自立支援の検討のため、、中学校区レベルで開催される「自立支援地域ケ

ア会議」に参加する。 

 ▽ケアマネジャーや地域住民等から報告される個別の支援困難事案の解決に向けた検討や、地域の

支援体制の構築を目的に、「個別レベル地域ケア会議」を開催（参加）する。 

 個別レベル地域ケア会議実施状況 

名   称 回数 

自立支援地域ケア会議 ２８ 

個別レベル地域ケア会議 １８ 

 ▽地域包括ケアシステムの実現を目指し、研修会の開催や情報の共有などの連携を図るため、ブラ

ンチ連絡会を開催する。 

 ブランチ連絡会実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

４月１６日 

平成３０年度（下半期）かしはら街の介護相談室事業評価の総括に

ついて 

グループワーク「各かしはら街の介護相談室における令和元年度の

取り組みについて」 

 ２９ 

５月２１日 
第１回医療介護連携地域ケア会議について 

※中学校区かしはら街の介護相談室対象 
 １２ 

６月１８日 
グループワーク「生活支援地域ケア会議について～住民主体を意識

づける方法～」 
 ２７ 

７月１６日 

グループトーク「自立支援地域ケア会議について」 

       「医療介護連携地域ケア会議について」 

       「かしはら街の介護相談室の周知・啓発活動につい

て」 

※中学校区かしはら街の介護相談室対象 

 １３ 

８月２０日 第１回生活支援地域ケア会議開催報告について  ２７ 

９月１７日 
自立支援地域ケア会議について 

かしはら街の介護相談室の取組状況について（橿原の郷） 
 ２５ 



１０月１５日 第２回生活支援地域ケア会議開催に向けた進捗状況の報告について  ２６ 

１１月１９日 
かしはら街の介護相談室の取組状況について（ケアステージみみな

し） 
 ２９ 

１２月１７日 
認知症地域支援推進員の活動内容について 

第２回生活支援地域ケア会議開催報告について 
 ３０ 

１月３１日 かしはら街の介護相談室活動報告会  ２７ 

２月２０日 かしはら街の介護相談室活動報告会  ２７ 

合  計 ２７２ 

 ▽地域住民に地域包括ケアシステムや高齢者虐待防止への理解を深めてもらうため、かしはら街の

介護相談室と連携し、お役立ちいきいき講座を開催する。 

 お役立ちいきいき講座実施状況 

開催日 テーマ 対象者 参加者数 

４月４日 地域包括支援センターの周知・啓発 畝傍北ふれあいサロン  ５１ 

５月１４日 高齢者虐待防止の周知・啓発 四条敬愛会   ９ 

６月２０日 高齢者虐待防止の周知・啓発 畝傍北ふれあいサロン  ４７ 

７月２３日 地域包括支援センターの周知・啓発 菖蒲町寿楽会  ３０ 

７月２６日 地域包括支援センターの周知・啓発 耳成寿楽会  １９ 

１０月２２日 地域包括支援センターの周知・啓発 真菅北ひまわりサロン  ３５ 

１１月６日 地域包括支援センターの周知・啓発 げんきイキイキ教室（白橿）  ３３ 

合  計 ２２４ 

 

認知症総合支援事業（６，１７５，２８１円） 

▽地域包括支援センターに認知症地域支援推進員(認知症の専門相談員)を配置し、認知症疾患医療セ

ンターやかかりつけ医と連携することで、医療と介護の切れ目のないサービスを提供するとともに、

地域ケアに対する専門的な支援を行う。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                      ６，１７５，２８１円〈収〉 

 人件費                       ４，９８９，９５１円〈支〉 

 認知症講座開催費用                   ３５３，８２１円〈支〉 

 地域包括支援センターシステム保守料等           ５６，６８８円〈支〉 

 パソコン・システムバージョンアップ費用         １２６，２００円〈支〉 

 広報・啓発費用                      ８０，１１５円〈支〉 

 事務所使用料                      １８７，４７９円〈支〉 

 弁護士法律相談費用                   １０３，０００円〈支〉 

 その他認知症関係事業費                 ２７８，０２７円〈支〉 



（２）認知症地域支援推進員の相談状況 

 相談件数６４３件（実人数９３名） 

（３）オレンジカフェ実施状況 

 ▽認知症の方や家族等が集い、交流や情報交換ができる場として「オレンジカフェ（認知症カフェ）」

を開催する。 

   日時  毎月第３水曜日 午後１時３０分～午後３時３０分 

   場所  保健福祉センター南館３階 講座室１ 

 オレンジカフェ実施状況 

名   称 回数 延参加者数 

オレンジカフェ（認知症カフェ） １１ １８９ 

 ▽認知症カフェを開催する関係機関が集い、情報交換ができる場として開催される認知症カフェ連

絡会に参加する（１回）。 

（４）認知症講座実施状況 

 ▽認知症に対する理解を深めるとともに認知症の早期発見や早期対応につなげるため、認知症

講座を開催する。 

 認知症講座実施状況  

開催日 内  容 参加者数 

９月７日 

講義  不安の中へ 

～手探りの新学期 認知症の私が伝えたいこと～ 

講師  若年性アルツハイマー型認知症の当事者 

公立中学校教員（休職中） 横田
よ こ た

宏之
ひろゆき

 氏 

場所  かしはら万葉ホール５階 レセプションホール 

３３０ 

 

生活支援体制整備事業（９９３，０００円） 

▽高齢者の生活支援・介護予防サービスの体制整備の推進と、提供体制の構築に向け、生活支援コー

ディネーターを配置する。 

▽社会資源の把握のため、かしはら街の介護相談室と連携して、高齢者にとって日常生活に役立つ次

の情報を調査し、冊子として作成・更新する。 

・日常生活品配達サービス 

・高齢者の地域の居場所 

・訪問理美容店舗 

・買い物支援サービス協力店 

▽かしはら街の介護相談室の協力を得て、各町の地域特性などの情報を収集し、現状や課題を分析す

るための「町ごとのアセスメントシート」を作成・更新する。 

▽かしはら街の介護相談室の生活支援コーディネーターと連携を図り、小学校区の現状や課題を地域

住民と共有するとともに、解決に向けた検討のため、見守り・居場所づくり・つながりづくり等を

テーマに、小学校区レベルで開催される「生活支援地域ケア会議」に参加する。 

 日常生活圏域レベル地域ケア会議実施状況 

名   称 回数 延参加者数 

生活支援地域ケア会議 ３２ ９６３ 



（１）主な収支状況 

 市受託金                      ９９３，０００円〈収〉 

 人件費                       ８６２，７２５円〈支〉 

 広報・啓発費用                    ８０，１１５円〈支〉 

 生活支援サービスの体制づくりのための事業費      ５０，１６０円〈支〉 

 

介護予防支援事業 

介護予防支援事業（２８，６０７，９９１円） 

▽第一号介護予防支援 

  要支援者や近い将来要支援・要介護状態となるおそれのある高齢者が、介護予防及び生活支援を

目的に、心身の状況等に応じて適切な事業が提供されるよう、介護予防ケアマネジメント計画を作

成するとともに、その計画に基づくサービスの提供が確保されるよう、関係機関との連絡調整など

を行う。 

▽指定介護予防支援 

  要支援者が、介護予防サービス等の適切な利用を行うことができるよう、介護予防サービス計画

を作成するとともに、その計画に基づく介護予防サービスの提供が確保されるよう、関係機関との

連絡調整などを行う。また、公正中立なケアマネジメントの確保や平時から医療機関との連携に努

める。 

（１）主な収支状況 

 介護保険収入                １３，３８８，９９８円〈収〉 

 総合事業収入                １５，１９７，８０６円〈収〉 

 人件費                   １７，４７０，７０８円〈支〉 

 介護予防プラン等作成委託費             ６９，１００円〈支〉 

 介護予防支援システム保守料等           ３９６，８１５円〈支〉 

 パソコン・システムバージョンアップ費用      ８８３，４００円〈支〉 

 事務所使用料                   ７４９，９１５円〈支〉 

 弁護士法律相談費用                １０３，０００円〈支〉 

 広報・啓発費用                  ２４０，３４５円〈支〉 

 固定資産取得費（シュレッダー 他４件）    １，１１４，３２２円〈支〉 

 その他事業所運営にかかる事務費・事業費    ２，１１２，１７９円〈支〉 

 包括的支援事業に操出             ５，４６８，２０７円〈支〉 

（２）介護予防ケアマネジメント Aプラン作成実施状況 

 地域包括支援センター 委託事業所 
合計 

新規 継続 計 新規 継続 計 

４月 １４ ２４８ ２６２ ６ ３２５ ３３１ ５９３ 

５月 １２ ２５３ ２６５ １２ ３２６ ３３８ ６０３ 

６月 １５ ２５３ ２６８ １０ ３３５ ３４５ ６１３ 

７月 １７ ２５５ ２７２ ５ ３３０ ３３５ ６０７ 

８月 １５ ２５２ ２６７ ６ ３３９ ３４５ ６１２ 

９月 １９ ２４９ ２６８ ６ ３４７ ３５３ ６２１ 

１０月 ２１ ２５１ ２７２ １１ ３４６ ３５７ ６２９ 



１１月 １４ ２５５ ２６９ １６ ３４４ ３６０ ６２９ 

１２月  ３ ２５０ ２５３ １８ ３５８ ３７６ ６２９ 

１月  ２ ２２８ ２３０ １６ ３９０ ４０６ ６３６ 

２月 １ １５０ １５１ １６ ４６９ ４８５ ６３６ 

３月 ０ ９６ ９６ １７ ５０５ ５２２ ６１８ 

合計 １３３ ２，７４０ ２，８７３ １３９ ４,４１４ ４，５５３ ７,４２６ 

   介護予防ケアマネジメント Bプラン作成実施状況 

 地域包括支援センター 委託事業所 
合計 

新規 継続 計 新規 継続 計 

４月 １ ３７ ３８ ０ １ １ ３９ 

５月 １ ４０ ４１ ０ １ １ ４２ 

６月 ２ ３８ ４０ ０ １ １ ４１ 

７月 １ ３９ ４０ ０ １ １ ４１ 

８月 １ ３９ ４０ ０ １ １ ４１ 

９月 ２ ４１ ４３ ０ １ １ ４４ 

１０月 ０ ４３ ４３ ０ １ １ ４４ 

１１月 ０ ４３ ４３ ０ １ １ ４４ 

１２月 ０ ４１ ４１ １ １ ２ ４３ 

１月 ０ ３６ ３６ ０ ３ ３ ３９ 

２月 ０ ３６ ３６ １ ３ ４ ４０ 

３月 ０ ３３ ３３ ２ ４ ６ ３９ 

合計 ８ ４６６ ４７４ ４ １９ ２３ ４９７ 

（３）介護予防ケアプラン作成実施状況 

 
地域包括支援センター 委託事業所 

合計 
新規 継続 計 新規 継続 計 

４月 １０ １９９ ２０９ １５ ５７９ ５９４ ８０３ 

５月 ９ ２０７ ２１６ ８ ５７７ ５８５ ８０１ 

６月 １３ １９９ ２１２ １２ ５８１ ５９３ ８０５ 

７月 １２ ２１６ ２２８ １１ ５８２ ５９３ ８２１ 

８月 ２３ ２２１ ２４４ １０ ５７３ ５８３ ８２７ 

９月 １１ ２３７ ２４８ １０ ５６９ ５７９ ８２７ 

１０月 ９ ２４５ ２５４ １４ ５７０ ５８４ ８３８ 

１１月 ８ ２３８ ２４６ ２０ ５８３ ６０３ ８４９ 

１２月 ４ ２３７ ２４１ ２５ ５７７ ６０２ ８４３ 

１月 １ ２１０ ２１１ ２２ ６１８ ６４０ ８５１ 

２月 １ １６２ １６３ ２６ ６５１ ６７７ ８４０ 

３月 ２ １００ １０２ ２１ ７０６ ７２７ ８２９ 

合計 １０３ ２,４７１ ２,５７４ １９４ ７,１６６ ７,３６０ ９,９３４ 

  委託契約事業所件数 ７９件（令和２年３月３１日現在） 

 

（注釈） 

サービス区分名 

事業名（決算額） 

 決算額には、拠点区分資金収支明細書（別紙３（⑩））における当該事業の事業活動による収支、施

設整備等による収支、その他の活動による収支のそれぞれの支出額の内部取引消去前の合計額を記載 

 〈収〉は収入 

 〈支〉は支出 


